
～さらに安全・安心なまちをめざして～

セーフコミュニティ通信
第４号

～ 各対策委員会の報告内容 ～

発行 平成28年４月 郡山市セーフコミュニティ推進協議会

平成27年度第2回郡山市セーフコミュニティ推進協議会を開催！

・高校生の自転車事故が多い

・高齢者の事故は重傷になりやすい

・交差点での事故が多い

平成27年度第2回目となるセーフコミュニティ推進協議会が、去る3月17日（木）に市役所
本庁舎特別会議室で開催されました。

セーフコミュニティ推進協議会は、平成27年5月に、市内42団体・機関（現在は43団体）で
設立し、セーフコミュニティに取り組むべき６つの分野の対策委員会を設置し、データを用
いてけがや事故を分析するなどの活動に取り組んで参りました。

今回は、取り組むべき重点課題を決定した経緯など、

各対策委員会のこれまでの取り組みに関する中間報告

として、推進協議会を開催しました。

推進協議会員の皆さんは、各対策委員会からの報告

を、時にはメモをとりながら、安心・安全なまちづく

りのための取り組みに耳を傾けていました。

データから見えた取り組むべき重点課題

出典：公益財団法人交通事故総合分析センター「交通事故統計年報Ｈ２５」

品川会長（市長）あいさつ 多くの推進協議会員が出席

栁沼副委員長（写真右側）が発表
発表の様子

交通安全 対策委員会

中学生、高校生の年代で
事故の頻度が高い



・こどもの交通事故が多い

・虐待を受けているこどもが増えている

・こどもたちの安全な居場所がない

・高齢者の転倒事故が多い

・高齢者虐待の相談が多い

・認知症の方への対策

・高齢者の交通事故が多い

データから見えた取り組むべき重点課題

データから見えた取り組むべき重点課題

取り組み報告を行う吾妻委員長（写真中央右側） 会場の様子

取り組み報告を行う船山委員長（写真中央） 発表の様子

高齢者の安全 対策委員会

こどもの安全 対策委員会

困難事例に関するもの

高齢者虐待



・働き盛りの自殺が多く、若者の自殺が減少しない

・健康や経済問題が原因の自殺が多い

・自殺相談窓口などが知られていない

・駅前の治安が悪い

・地域力が低下してきている

・ハイリスク集団（女性、こども、高齢者）

の被害が増加傾向

・情報モラルを学ぶ機会が少ない

・防犯の意識、知識が低い

データから見えた取り組むべき重点課題

取り組み報告を行う若月委員長

取り組み報告を行う佐藤委員長（写真中央）

会場の様子

発表の様子
（写真中央右側）

自殺予防 対策委員会

防 犯 対策委員会



防災・環境安全 対策委員会

・火災、自然災害等の不安が大きいが、防災

意識は低い

・地域コミュニティが低下している

・労働災害が県平均より多い
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現時点における取り組むべき重点課題

影山委員長（写真中央）が発表 発表の様子

今後の会議開催予定
今秋には、海外のセーフコミュニティ認証審査員をお招きして、これまでの取り組みを

報告して認証審査員から助言をいただく「事前指導」の開催を予定しております。

各対策委員会では、けがや事故の原因を追究し、事前指導に向けた取り組みを行ってい

く予定です。

・地域活動におけるおつきあいについて ・災害などに対する家庭での対策について

会話や立ち話など含め
コミュニケーションが
とられているのは
全体の半分約50％

生活面での協力関係を
築いているのは
およそ12％のみ

あいさつもまれにしか
しない方がおよそ８％

地域コミュニティーが低下している・・・

地域の人たちと災害時
の役割分担の話し合い
をしているのは
わずか３％のみ

避難訓練・防災訓練の
参加については

約11％にとどまっている

出典：郡山市セーフコミュニティ「安全・安心なまちづくりについての意識調査（調査時期 H26年12月）
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